
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１２月２６日、福島地方・家庭裁判所において、裁判所 

インターンシップを開催しました。福島県内外の３２人の 

学生の皆さんが、裁判所の様々な業務に挑戦しました！ 

令和元年度 福島地方・家庭裁判所 

インターンシップ実施レポート 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲オリエンテーションの様子               ▲家裁所長講話 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務職コース 

 

調査職コース 

 

①民事係の事務官を体験！ ①少年係の家裁調査官を体験！ 

最初は訴状審査です。 

提出された訴状や附属

書類をチェックして、

直すべき箇所を班で検

討しました。 

訴状の受付をして、 

「記録」を作ります。 

決められた順序で書類

を綴じていきます。 

相手方（被告）に訴状や

呼出状を送る準備をし

ます。封入前に間違い

がないか、もう一度慎

重にチェックします。 

最初に、家裁調査官

から、家裁調査官の

役割や面接の基礎知

識等について説明を

受けます。 

少年事件における少年

との模擬面接を体験し

ます。皆さん緊張して

いるようなので、軽く

体操をしてリラックス

してもらいました。 

模擬面接では参加者が

少年役となって、シナ

リオによるロールプレ

イ後、アドリブにも挑

戦しました。 

－参加者の声－ 

・ 書類に誤りがないか確認する作業は、裁判の

始まりを担う責任感が必要と感じました。 

・ 地道な作業の積み重ねが適正迅速な裁判を実

現するという言葉を聴いて、職員の皆さんの仕

事に対する姿勢を知り感銘を受けました。 

－参加者の声－ 

・ 面接における技法の大切さを学ぶことができ

ました。 

・ 少年役の演技力を褒められてうれしかったで

す。家裁調査官がどのような意図や考えを持っ

て面接しているのか、感じることができました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②家事係の家裁調査官を体験！ ②刑事係の事務官・書記官を体験！ 

模擬公判を傍聴しま

す。この公判では、次回

に遮へいの措置を採っ

て証人尋問をすること

が決まりました。 

遮へいの措置（証人を被告人や傍聴人から見えない

ようにするための措置）をどのように実現するか、

法廷図面を使いながら衝立の位置や証人の動線を

班で考えました。 

各班の検討結果を法廷

の大型ディスプレイで

発表し、刑事事件担当

裁判官からコメントを

もらいました。 

まず、家事事件に

おける調査実務に

ついて、家裁調査

官から説明を受け

ました。 

今度は、参加者が家裁調査官役になって、離婚

の渦中にある子どもについて調査をした結果

を両親に伝える模擬面接に挑戦しました。 

家裁調査官からアドバイスをもらいながら、ア

ドリブもできるようになりました。 

最後は家裁調査官へ

のインタビューです。

仕事のやりがいなど

について、県内の若手

家裁調査官からお話

しを聴きました。 

－参加者の声－ 

・ 形式が決まっているわけではないので、考え

るのは大変でしたが、班で協力して楽しくでき

ました。 

・ スムーズな進行と、証人が確実に安心して証

言できることを実現するのは難しいけれど、入

廷する順番など多くのパターンがあって、他の

班の意見を聴いたことも勉強になりました。 

－参加者の声－ 

・ 家裁調査官はたくさんのことを考えて面接し

ていることが分かりました。 

・ 面接の難しさ、そして面白さに気付くことが

できて貴重な経験でした。相手の人生を意識し

て対話することの重要さを知りました。 

・ 仕事のやりがいを聴いて、家裁調査官になり

たいという気持ちがより強くなりました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

当日は、班別の検討を中心とするプログラムを通じて、裁判所業務を幅広く、

深く、体験していただきました。和気あいあいとした雰囲気でありながらも、常

に活発な議論がなされていました。今回の経験が参加者の皆さんの将来に少しで

も役立てば嬉しく思います。 

裁判所業務に関するイベント開催情報は、ウェブサイトなどで随時お知らせし

ますので、参加したことのない方は是非参加してみてください（リピーターさん

も、もちろん大歓迎です。）。 

ご参加いただいた皆さん、ありがとうございました！ ～ スタッフ一同 ～ 

事務職・調査職コース共通 

 

③事務局広報係の事務官を体験！ 

事務職コース・調査職コース合同で裁判所の広報企画立

案に挑戦しました。広報係長による説明を聴いた後、班ご

とに「裁判員候補者の辞退率上昇を抑止するための広報

企画」を検討します。 

各班では、様々な意見が飛び交い、議論が白熱していまし

た。各班に付き添っていた職員も驚くような新鮮なアイデ

アも出され、職員にとっても大変勉強になるものでした。 

最後に、各班でまとめた意見をプレゼンします。 

発表者の皆さんいずれも、堂々と、わかりやすい説明をしていた

だきました。 

－参加者の声－ 

・班で話し合うことで様々な課題に気付くことができて有意義でした。 

・同じ班の人や他の班の意見を聴き、自分では思いつかなかった案が様々あり、とても楽しかったです。 

・議論を通じて、裁判員制度のことを考えるきっかけになりました。 


